
― 17 ―

福岡県立大学人間社会学部紀要　第31巻　第２号

保育者の困り感への対応における 
知識・技術獲得の現状と課題

―課題解決のための情報収集とソーシャルスキルに着目して―

井　手　裕　子＊・伊　勢　　　慎＊＊・池　田　孝　博＊＊＊

要旨　近年、社会的背景の変化による保育者への要求の多様化に伴い、保育者への知識・技術の

向上が求められている。一方で、これらの知識・技術の向上に重要であると考えられる保育者の

自己研鑽における課題や支援のニーズに着目した研究は見られない。

　本研究では保育者が抱える日々の困り感と、困り感に対応するための知識・技術獲得方法につ

いて保育現場で働いている９名の保育者にインタビューを実施し、質的分析法を用い分析を行っ

た。その結果、子ども・保護者対応においての言語化が困難な困り感の対応の知識・技術獲得に

課題意識があり、その困り感への知識・技術の収集や相談は他者に頼っていることが明らかに

なった。

　また、これらの相談や指導の影響は個人の能力や園体制により左右されるとの認識がある一方

で、実際の知識・技術の指導や相談対応で必要となる具体的なスキルや園体制の認識は曖昧であ

り、保育の知識・技術獲得方法だけでなく、保育者間の指導や相談を円滑に行う上で必要なソー

シャルスキルへの支援が潜在的なニーズとして存在していることが明らかとなった。

キーワード　 困り感　課題解決　情報収集

１．研究の背景

1-1.　社会的背景の変化による保育者への要求

の多様化と負担感の増加

近年、少子化や核家族化、地域の繋がりの希

薄化の進行、女性の社会進出に伴う共働き家庭

の増加を背景に、子育てに関わる社会の状況は

大きく変化している１）。こうした社会の変化を

受けて改訂された保育所保育指針では、さらな

る保護者支援と地域子育て支援、特別な配慮を

必要とする子どもへの指導計画作成、虐待の早

期発見、食物アレルギーにおける組織的な体制
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の構築・対応、災害への備えを含めた安全な保

育環境、職員の資質向上に向けた研修の充実と

その実施体制の強化を求めている２）。また、同

様に幼稚園教育要領においても、一人一人の幼

児理解に基づく評価の実施、言語活動の充実、

障害のある幼児や海外から帰国した幼児など特

別な配慮を必要とする幼児への指導の充実、カ

リキュラム・マネジメントの実施、「社会に開

かれた教育課程」として預かり保育や子育て支

援を通じて施設機能を解放することが記載され

ている３）。幼保連携型認定こども園教育・保育

要領においても同様のことが記載され、保育者

への要望は多様化・複雑化している４）。

社会的背景の変化に伴い、幼稚園教諭や保育

士、保育教諭（以下、保育者と示す）に求めら

れる役割は質・量ともに拡大し、保護者の要望

に対応するため、日々の研鑽や保育の質向上の

努力が求められている。一方で、保育現場にお

いては、業務量の拡大や内容の多様化・複雑化

により、以下のように保育者の負担感が増して

いるとの指摘がある。

細井５）は、保育・介護労働者の健康と労働

に関する調査の中で、保育労働者の約８割がス

トレスを感じており、その原因として「職場の

人間関係（57.3％）」が最も多く、次いで「保

護者や家族への対応（41.5％）」、「仕事の量

（39.0％）」、「仕事の内容（26.8％）」、「仕事の能

力（20.7％）」が挙げられたことを報告してい

る。上村６）は、保育士のメンタルヘルスに関

する調査の中で、心身に疲れがみられる保育士

が一般成人女性の約２倍の割合で存在し、保育

士の職場環境が精神的に負担の大きい職場であ

ることを指摘している。また、新任・中堅・ベ

テランのどの時期においても心の疲労度が高

く、特に新任保育士は危機的状況にあることを

明らかにしている。

このような保育者の保育実践上における困難

感、対応に悩むこと、負担に感じることなどの

感情を本研究では、木曽７）に依拠し「困り感」

とする。例えば、星野ら８）は保育士や幼稚園

教諭を対象とした幼稚園教諭免許更新講習の受

講者への４年間のアンケート調査により、乳児

や特別な支援の必要な子どもに対する保育への

困り感や研修要求が高いことから、認定こども

園化の進展により困り感を抱える保育士が増加

しているのではないかと指摘している。また、

三好９）は保育所保育指針の改訂に伴い、中堅

からベテランの保育士において指導計画の作成

に混乱が生じたこと、保育計画の必要性の意識

や記載方法の変更に対する混乱がベテランほど

高いことを報告している。

さらに、施設や経験年数によっても困り感を

感じる内容が異なることが報告されている。柳

ら10）11）はいくつかの施設、年齢を跨いで困り

感と研修ニーズの調査を行い、施設や年齢に

よって研修ニーズに違いが見られることを指摘

している。これらの困り感や研修ニーズの違い

は、そのまま保育現場への知識・技術支援ニー

ズの違いにも直結していると考えられる。

1-2.　保育者に求められる知識・技術向上の

ニーズと日常的な自己研鑽の重要性

柳らが指摘した保育者へのニーズに対して、

保育者が知識・技術不足を感じていることが報

告されている。例えば、古橋ら12）は多くの保育

者が専門性の不足を感じており、研修が必要と

自己評価していたことを指摘している。星野

ら13）も、特別な配慮や支援が必要な子どもへの

対応に強い困り感と研修要望があることを指摘

している。このような保育者の知識・技術への
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困り感への対応として、「保育所保育指針の改

定に関する議論のとりまとめ」においては、

日々の業務の中で自己研鑽や保育者間の指導に

より専門性を向上させることと同時に、園内外

での研修を充実させることが重視されてい

る14）。

本研究における自己研鑽とは、保育者自身が

日々の保育を通した疑問、問題の解決や新たな

知識・技術の習得などの目的を持って行う自主

学習のことである15）。園内研修とは園内で実施

する研修のことで、症例検討会や外部講師を招

いた講演会などがある。園外研修とは、保育に

関する知識・技術を園外で学ぶ研修のことで、

初任者研修や主任研修、園長研修、教員免許状

更新、公的機関や民間企業が開催している研修

などがある。

園内研修において、国立教育政策研究所が

2017年に行った調査16）では、調査対象の半数

以上の園で、研修が一か月に一度未満の頻度で

あることが報告されている。野崎17）は研修の

重要性は明らかにされているものの、園によっ

て実施頻度に大きな開きがあることを指摘して

いる。鈴木ら18）は、研修時間の確保や全員参

加の困難さを課題として指摘している。また、

2017年度から保育の質向上を目的として保育

士などキャリアアップ研修制度が導入されてい

るが、対象者が限定されており、こちらも全保

育者を対象とした取り組みとみなすことは困難

と言われている。このため、保育者の知識・技

術向上には保育者による自己研鑽や園内の同僚

からの指導による影響が大きいと推定される。

本研究では研修以外での知識・技術獲得のため

の情報収集に着目して調査を行う。

1-3.　保育者の知識・技術獲得における課題明

確化の必要性

これまでにも、研修以外での保育者の知識・

技術獲得のための情報収集に関する研究は行わ

れている。例えば保育者間の指導については、

小澤ら19）が園内の技術伝承について調査を行

い、言語化の困難さから知識・技術の伝達が困

難であることを指摘している。保育者の抱えて

いる課題として、川島20）は保育能力の客観的

な評価指標がないことを挙げており、言語化が

一つの壁になっているといえる。これらの対応

策として、阿部21)による保育者の言語化スキル

の向上を支援する必要性の指摘や、押山ら22)に

よるベテラン保育者の暗黙知の可視化の試みが

なされている。一方で、吾田23)はベテラン保育

者が新任保育者との間に考えや感覚のギャップ

を感じ、新任保育者の育成に困難を感じている

ことを報告している。

言語化以外の課題も混在していることが予想

されることから、保育者が実際に指導する、指

導される際の意識や困り感についての調査を行

い、どのような課題があるのか、明らかにする

必要があると考える。

一方で、困り感が生じたときの保育者の自己

研鑽については、保育者が独力で調べ、研修で

学ぶというケースが少なかったこと、自分が必

要な知識・技術を得る方法を保育者養成校で学

んでこなかったことが大きな原因であると小川

ら24)は指摘している。また、原ら25)の研究でも

独力で知識収集するケースは少なく、必要とす

る知識・技術を調べることに何らかの課題があ

ることが窺われる。

上記で触れたように保育ニーズは多様化・複

雑化しているため、従来の見て学ぶ方法以外に

も、保育者が自ら情報を収集して学んでいかな
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ければならない。情報化が進んだことで情報を

手に入れやすくなっている今、自分で調べる情

報収集がこれまで以上に重要になっていると想

定されるため、自己研鑽のための知識・技術獲

得における情報収集という視点においても実態

調査が必要と考える。

以上より、本研究では、保育者が自主的に学

習する際にあたっての知識・技術獲得のための

情報収集とその情報収集における課題について

着目してインタビューを行うことで、保育者が

知識・技術獲得のための情報収集にある課題を

より詳細に明らかにすることを目的としている。

２．研究の目的

本研究では、保育現場で働く保育者へのイン

タビュー調査を通して、保育者が感じている保

育実践上における困り感と困り感の対応におけ

る知識・技術獲得のための情報収集方法を明ら

かにすることを目的とする。加えて、知識・技

術獲得のための情報収集における課題分析と具

体的な支援策の検討を目的とする。

また、施設や経験年数による共通点や相違点

を明らかにするため、幼稚園、保育所、認定こ

ども園に勤務する新任、中堅、ベテランの保育

者を調査協力者としてインタビューを行う。

３．研究の方法

3-1.　調査協力者

W県のX私立幼稚園に勤務する幼稚園教諭

３名、Y私立保育園に勤務する保育士３名、Z

認定こども園に勤務する保育教諭３名にインタ

ビュー調査を行った。高濱26）の研究に基づき、

調査協力者を経験年数２～４年目を新任、５～

10年目を中堅、11年以上をベテランとして分

類し、各園につき新任保育者1名、中堅保育者

１名、ベテラン保育者１名ずつ、３園合わせて

計９名とした。経験年数に分けて調査する理由

は、経験年数による困り感や課題解決方法の共

通点や相違点を明らかにし、課題解決のスキル

アップに何が必要となるかという手掛かりを得

るためである。また、経験年数ごとの課題を見

つけ、課題への解決方法を検討するためであ

る。調査協力者の選定は、施設長に研究依頼の

許可を得た後、筆者が職員に対して研究の目的

や内容を直接説明し、募集を行った。調査協力

者の内訳は以下のとおりである。

表１．調査協力者の内訳

X私立幼稚園 Y私立保育園 Z認定こども園

新任
A教諭

２年目 

B保育士

２年目

C保育教諭

４年目

中堅
D教諭

６年目

E保育士

10年目

F保育教諭

６年目

ベテラン
G教諭

12年目

H保育士

30年目

I保育教諭

19年目
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3-2.　調査時期

2021年３月～７月に各保育者に対し、20～

80分程度の調査を半構造化インタビューの手

法を用いて実施した。

調査日は、X私立幼稚園は2021年３月25日、

Y私立保育園は2021年７月12日・26日、Z私立

認定こども園は2021年４月21日である。

3-3.　調査内容及び手続き

保育者が保育の中でどのようなことに課題を

感じ、どのような方法で課題を解決しているか

ということを中心に項目を設定した。具体的に

は以下の通りである。

・ 保育の中で分からないことや困っているこ

と、課題と感じていることについて

（子ども、保護者、園、保育内容、クラス運営、

日々の業務、その他）

・ 課題をいつ、どこで、どのような方法で解決

しているか

（いつ／保育時間中、保育時間外、休日、ど

こで／園、家、図書館、その他、どのような

／人に相談する、本を調べる、インターネッ

トで調べる、研修を受ける）

・ 保育の中で分からないことや困っているこ

と、課題と感じることは経験年数によってど

のように変化したか

・ 分からないことや困っていることを解決する

ための情報収集はいつ、どこで、どのような

方法で行っているか

・ 情報収集する際に困っていることは何か

（時間が取れない、解決の仕方が分からない、

求める情報に行き着かない、解決に結びつか

ない、その他）

・ 経験年数によって課題解決方法や課題解決の

ための情報収集方法は変化したか

3-4.　分析方法

９名の保育者へのインタビューデータをテク

スト化し、大谷によるSteps for Coding and 

Theorization（以下、SCATと示す）を用いて

分析した27）。SCATは、比較的小規模なデータ

の分析に適しており、４ステップにより構成概

念を抽出するコーディングと、構成概念を紡い

でストーリーラインを作成し、そこから理論を

記述するという手続きからなる質的データ分析

手法である。SCATは、セグメント化したテク

ストを記述し（表２参照）、そのそれぞれに〈1〉

テクスト中の注目すべき語句を記入する、〈2〉

それを言い換えるためのテクスト外の語句を記

入する、〈3〉それを説明するようなテクスト外

の概念を記入する、〈4〉そこから浮かび上がる

テーマ・構成概念を生成する、という４段階の

手順でコードを考えて付していくコーディング

を行い、必要に応じて〈5〉に疑問・課題を記

入する（表３参照）。次に、テーマ・構成概念

を紡いでストーリーラインを記述し（表４参

照）、そこから理論を記述する（表５参照）と

いう手続きからなる。

SCATの手法を採用した理由は、保育者が課

題をどのような情報収集を用いて解決するか、

その具体的状況や過程を知るためである。ま

た、表面的には分からない個人の意識や背景、

諸要因の関わり合いを探り、そこに潜在する問

題の発見や探索を行うためである。ここでは紙

面の都合上、９名のテクストデータの分析のう

ち、表２～表５は一部の分析過程、表６～表８

は分析結果を示す。

3-5.　倫理的配慮

本研究は福岡県立大学における研究倫理審査

の承認を受けて行うものである（承認番号：
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2020-27）。調査協力園の施設長・協力者には、

事前に本研究の目的を研究協力同意書、同意撤

回書、インタビュー調査協力依頼書、インタ

ビューガイドを用いて説明し、調査協力の要請

を行った。調査への協力は自由意思によるもの

であり、協力を拒否することが可能であるこ

と、調査過程で知り得た情報は研究目的にのみ

使用すること、個人が特定されないように配慮

すること、インタビュー実施後においても同意

撤回ができることを伝え、理解・納得の上で調

査の許可・同意を得た。

４．結果と考察

インタビューの分析から得られた保育者ごと

の構成概念とそこから得られた知識・技術獲得

方法の特徴を表６～表８に示す。

まず、保育における困り感は経験年数や園に

関係なく、製作や手遊び、保育活動内容などの

「Ⅰ.保育実践」と個別の配慮が必要な子どもへ

の対応や保護者からの相談支援などの「Ⅱ.子

ども・保護者への対応」の二つに分類できた。

この二つのうち、保育者の困り感が強いのは

「Ⅱ.子ども・保護者への対応」であり、若手・

中堅だけでなくベテランも困り感を抱えている

表２．語りの一部抜粋（Ａ教諭）

A教諭：①けどやっぱり一番、同じ現場で働いている先生に聞くのが一番だなと思って。その、

今までで、そういう子を受け持ったことがある、とかいう先生とかに、とかその、あの、②結構

部屋が近い先生とかで、どう思います？とか、その、こうしてみたんですけど、とか、やっぱ聞

きやすい先生ばっかりなので。なんか全然、③友達とかでも、他の園に勤めてる子でも、なかな

か聞けない、怖くて聞けない、みたいな子もやっぱいるから、だから、ああ、自分は良かったなぁ

と思って。いや、有難いです。（過去の経験や知識で対応できない時は調べる)そう、そうですね。

か、やっぱりその、④補助の先生があのー、すごくベテランの先生だったので、こうしてみたら？

とか色々アドバイスを下さって、あ、なんか、自分の考えにはないこともあったから、あ、なる

ほど、それやってみようとか・・ですかね。（世間話みたいに先輩に相談)そうですね。なんかでも、

⑤どうしようかなって、結構悩んだときは主任の先生に、今の時間いいですかーって聞いたりと

かしてたんですけど。

表３．SCAT分析によるテクストデータから構成概念までの形成過程の一部抜粋（A教諭）
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ことが示された。

また、この二つの困り感に対応するための知

識・技術獲得方法は「ａ．自分で調べる」と「ｂ．

人への相談」の二つに分類できた。「Ｉ．保育

実践」に関する困り感に対応するための知識・

技術獲得方法は「ａ．自分で調べる」が主であ

り、「ｂ．人への相談」が補助的であった。そ

れに対し、「Ⅱ．子ども・保護者への対応」に

対する困り感では「ｂ．人への相談」が主であ

り、「ａ．自分で調べる」は補助的であった。

これらの傾向の園による違いは見られなかっ

た。しかし、経験年数が長くなるほど「ａ．自

分で調べる」よりも「ｂ．人への相談」を重視

する傾向が見られた。

4-1.　「ａ．自分で調べる」知識・技術獲得方

法の特徴と課題

「ａ．自分で調べる」知識・技術獲得方法の

特徴と課題について述べる。

「ａ．自分で調べる」時の主な情報源につい

て、新任は簡単に情報収集ができる【低労力情

報源】のインターネットを活用することが主で

ある。製作物を調べる際は【一目瞭然時短画像

検索】を行い、文字情報ではなく画像で完成図

を見て調べている。中堅の場合もインターネッ

トを活用しており、“３歳児”“はさみ”“製作”と

思いついたキーワードで検索し、ヒットした情

報の中から求める情報を絞り込む【たまたま

ヒット情報絞り込み検索】という方法で情報収

集を行っている。インターネット以外に保育雑

誌を活用することもあるが、用途は製作物の調

べ物という【保育雑誌限定的活用】である。ベ

テランも保育雑誌や実用書、インターネットを

【主力製作検索ツール】として活用し、中でも

インターネットを一番多く活用している。全て

の園で共通していたのは、「ａ．自分で調べる」

時、調べる内容は製作や保育実践のアイデア探

しといった内容に限定されていた点である。ま

た、論文やより難易度の高い内容の文献を参考

にすることに対して抵抗感が見られ、経験年数

によって参考にする情報源がほぼ変わっていな

い点においても共通していた。

表４．ストーリーラインの一部抜粋（A教諭）

A教諭は困り感の解決にあたって、①【経験者への相談重視】をしている。X幼稚園は②【相談ハー

ドルの低い職員態度】であるため、③【高い相談ハードルによる躊躇】がなく、相談しやすいと

感じている。また、相談することで④【他者視点による気づき】が得られるため、⑤【困り感の

積極的発信】を行っている。

表５．理論記述の一部抜粋（A教諭）

A教諭にとって一番身近な存在であるベテランの補助職員が役立つ助言をしてくれるため、よく

補助職員に相談をしているが、深刻な相談の場合は上司の主任に相談するなど、悩みの内容によっ

て相談する人を変えている。また、職員会議という改まった場ではなく、日常的に相談を行って

いる。上司や職員の親身な相談助言態度が、A教諭の相談行動をより活発にしていると考えられ

る。
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困り感の解決にあたり、本研究では「Ⅰ．保

育実践」に関することについて、調査協力者と

なった９名全員が「ａ．自分で調べる」ことで

解決していた。「Ⅰ．保育実践」に関しては自

分で調べても解決出来ないという語りは見られ

ず、自分で調べて解決できているため困り感が

低いことが示された。このことは、情報収集の

方法を学んでいない保育者においても、保育実

践に関する困り感であれば独力でインターネッ

トや保育雑誌、実用書を使って求める情報に行

き着くことが出来ていることを示している。

一方、「Ⅱ．子ども・保護者への対応」に関

しては、自分で調べても解決に至らないことが

多く、新任は【子ども対応への先輩相談必要性】

を感じていた。【経験者への相談重視】もして

おり、園内の【ベテランへのアドバイス日常的

取得】をすることで対応していた。中堅の場合

も【人への相談ベース解決】を行っており、【頼

みの綱的上司】や【先輩の経験参考解決】とい

う園内の人に相談することで対応している。ベ

テランにおいても【経験年数無関係相談ニー

ズ】があり、【直接相談志向】のもと、園内の

人に聞くということで解決している。

「Ⅱ．子ども・保護者への対応」に関しては、

独力で必要な情報を集めることが困難なため、

「Ⅰ．保育実践」に比べると困り感が強いと考

表６．新任の知識・技術獲得方法の特徴

困り感 保育者 抽出された構成概念
知識・技術獲得方法の特徴

a.自分で調べる b.人への相談

Ⅰ.
保育実践

Ａ教諭

【容易到達理解情報選択】【容易理解情報
価値】【曖昧言語化での情報収集】【クラ
ス状況日常的共有】【困難感自主発信】

保育雑誌やインター
ネットで調べた内容を
元に実践内容を考える

学年で保育実践内容
を共有し合う際、必
要に応じて助言をも
らう

Ｂ保育士

【（保育雑誌）アイデア探し目的活用】
【（インターネット・雑誌・過去記録）
日常的活用情報源】【スマホ活用情報収
集】【一目瞭然時短画像検索】【低労力情
報収集価値】【勤務中のながら相談】

保育雑誌やインター
ネットで画像検索し
た内容を元に実践内
容を考える

一緒に組んでいる先
輩に相談

Ｃ保育
教諭

【隙間時間活用情報収集】【見て分かる情
報高評価】【（YouTube）低労力情報源】
【簡単便利解決志向】

日常的にインター
ネットで保育の製作
や活動のアイデアを
収集

保育の流れや去年の
保育実践内容を前年
度の担任や先輩に質
問

Ⅱ. 
子ども・
保護者へ
の対応

Ａ教諭

【学習知識の振り返り活用】【情報信憑性
重視】【経験者への相談重視】【相談ハー
ドルの低い職員態度】【外部由来型子ど
も理解】【困惑時専門家アドバイス委託】
【困り感の積極的発信】

短大のノートやイン
ターネットを調べる
が、インターネットは
情報の信憑性の判断
が出来ないため、参考
程度に留めている

ベテラン補助職員や
先輩、外部の専門家
に、気になった点を
説明し、助言をもら
う

Ｂ保育士

【（教科書）現場ニーズ非合致感】【他者
意見獲得ニーズ】【相談容易雰囲気】【多
面的視点獲得ニーズ】【その場で質問必
要性】【子ども理解・共有スムーズ価値】
【同世代親身先輩】

語りなし 一緒に組んでいる先
輩に相談その他の先
輩や園長に相談

Ｃ保育
教諭

【特定分野インターネット優位性】【自己
解決可能課題インターネット活用】【絶
大信頼ベテラン】【相談第一主義】【ベテ
ランへのアドバイス日常的取得】【子ど
も対応への先輩相談必要性】

病気など答えのあり
そうなものはイン
ターネットで調べる
こともある

子どもに関すること
は全て先輩に聞く、
先輩に子どもの気に
なる点を説明・相談
し、助言をもらう
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えられる。柳ら28）や星野ら29）は、保育者が子

ども・保護者への対応に困り感を抱えているこ

とを報告している。本研究においても特別な配

慮の必要な子どもへの対応について特に困り感

を感じているという点で一致した。

4-2.　「ｂ．人への相談」知識・技術獲得方法

の特徴と課題

次に「ｂ．人への相談」知識・技術獲得方法

の特徴と課題について述べる。

「Ⅰ．保育実践」に関することは、人に聞く

こともあるがあくまでも補助的で、基本は自分

で調べることで解決している。「Ⅱ.子ども・保

護者への対応」に関することは、身近なイン

ターネットや保育雑誌を使っても解決に至って

いないため、自分で調べるより園内の人に相談

している。この傾向は全ての園で共通してい

た。理由として、新任（Ａ教諭）が述べたイン

ターネット情報の信憑性におけるリスク【情報

信憑性重視】や、子どもの様子という言語化し

にくい内容を検索する【曖昧言語化での情報収

集】の難しさ、ベテラン（Ｃ教諭）が語ったよ

うな実際の子どもの様子との不一致からくる

【相談第一主義】、【子ども対応への先輩相談必

要性】などが挙げられた。園内の人に相談する

理由として、子どもの様子を知っていることを

表７．中堅の知識・技術獲得方法の特徴

困り感 保育者 抽出された構成概念
知識・技術獲得方法の特徴

a.自分で調べる b.人への相談

Ⅰ.
保育実践

Ｄ教諭
【たまたまヒット情報検索】
【（Instagram）特定分野活用】【情報共
有助け合い同期】【自主的積極相談実践】

保育雑誌や実用書、イ
ンターネットで調べた
内容を元に考える

学年ごとに保育の実
践内容を共有し合う

Ｅ保育士

【保育雑誌活用検討】【インターネット簡
単キーワード検索】【取捨選択情報収集】
【保育雑誌限定的活用】【（難問題）主任
立場利用対応】【日常的主任相談】【自己
解決困難時人依存】

保育雑誌やインター
ネット、研修を活用
して保育のアイデア
を探す

悩んだ時は主任に相
談

Ｆ保育
教諭

【ぱっと見理解容易情報価値】【家にも職
場にも相談助言者】

インターネットの動
画やイラストの多い
実用書を活用

日頃から先輩、母親
に相談

Ⅱ. 
子ども・
保護者へ
の対応

Ｄ教諭

【実態把握ありきの課題解決方針】【頼み
の綱的上司】【一人困難対応時上司委託】
【人への相談ベース解決】【園内人的相談
有効感】【子ども実態把握ありき課題解
決姿勢】

子ども対応について
インターネットで調
べたことがない

対応が困難な場合、
先輩や上司に相談し
助言をもらう

Ｅ保育士

【相談支援連結情報共有】情報共有習慣
効果実感】【情報共有の必要性認識】【上
下関係無関係協働】【過去プロセス情報
ニーズ】【読解厄介情報敬遠】

語りなし 15分の情報共有時間
で相談
対応が困難な場合、
主任、園長、前年度
の担任に相談

Ｆ保育
教諭

【ぱっと見理解容易情報価値】【具体的助
言評価】【読解努力を必要とする情報回
避】【人・インターネット活用課題解決】
【先輩の経験依存解決】【雑談的保育相
談】【親経験あるなしハードル】【経験重
ねるのみ方針ステップアップ】【（現園
の）良好人間関係・相談可能環境への感
謝】【実践的研修ニーズ】

正解がありそうなも
のはインターネット
で調べる

日頃から先輩、母親
に相談
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理由として挙げる保育者が多かったのは、子ど

もの様子を言語化し説明することへの苦手意識

が表われていると考えられる。

「Ⅱ．子ども・保護者への対応」に関するこ

とは自分で調べるよりも園内の人に相談する方

を選んでいた。その理由として、子どもの様子

を実際に知っている同僚に相談する方が、少な

い労力で信頼できる情報が得られるため、園内

の人への相談を重視する傾向が強いと考えられ

る。園内の人への相談が重視されているという

ことは、相談できる体制や人間関係が築けてい

るかが困り感への解決に非常に重要であること

を示唆している。

一方で、保育雑誌よりも難易度の高い国の

ホームページや論文などはベテランもほとんど

参照していないと語っており、専門的な文献に

対して【難解情報拒否】や【理論敬遠志向】を

示していることから、経験を重ねても情報源の

表８．ベテランの知識・技術獲得方法の特徴

困り感 保育者 抽出された構成概念
知識・技術獲得方法の特徴

a.自分で調べる b.人への相談

Ⅰ.
保育実践

Ｇ教諭

【携帯リサーチ当たり前雰囲気】【漠然

キーワード検索】【漠然キーワード検索

有効感】【画像がある分かりやすい情報

源の重視】【高利便性検索ツール活用】

【自分と他者の意見比較】【他クラス保育

スタイル収集習慣】【多様意見自主的取

得】

製作のアイデア探し

としてインターネッ

トを活用、保育雑誌

はほぼ見ない

学年ごとに保育の実

践内容を共有し合

う、悩んだときは先

輩に相談

Ｈ保育士

【多方面情報収集】【保育雑誌ニーズカ

バー限界感】【（雑誌・インターネット）

主力製作検索ツール】【視覚情報理解促

進実感】【第３者視点ニーズ】

保育雑誌やインター

ネットで調べた内容

を参考に保育実践を

考える

主任に聞く時もある

Ｉ保育

教諭

【一目瞭然情報支持派】【限定的人選相

談】

保育雑誌やインター

ネットの動画を参考

に保育実践を考える

ほぼ相談せず自分で

考える

Ⅱ. 
子ども・
保護者へ
の対応

Ｇ教諭

【直接相談志向】【実情理解依拠アドバイ

ス願望】【難解情報拒否】【労力過多行程

回避】【関係者一致団結支援体制】【担任

丸投げNG】【園内垣根レス連携】【（担
任の）積極的助言要請行動】【相談者と

助言者の両面立場】【経験年数無関係相

談ニーズ】【保護者対応困難時先輩頼み】

【共通理解容易性重視】【知恵袋的先輩】

インターネットでは

調べない

対応が困難な場合は

先輩や園長、ベテラ

ンのパート職員に相

談

Ｈ保育士

【（専門家）具体的アドバイス有益感】

【（専門家解説）子ども理解促進実感】【一

見は百聞にしかず情報共有】【専門家サ

ポート確保園】【専門家訪問支援必要性】

【（研修）具体的解説ニーズ】【理論敬遠

志向】【実践的情報ニーズ】【（子どもの

ことは）職員間伝達共有】【いつでもど

こでも対話】

語りなし 15分の情報共有時間
で相談、対応が困難

な場合は外部の専門

家に相談

Ｉ保育

教諭

【雑誌重宝活用】【未子育て未経験カバー

的情報誌】【（保育雑誌）実践的情報ツー

ル】【独力解決要請状況】【外部連携希薄

状態】【外部専門家連携ニーズ】

主に保育雑誌で調べ

た内容を参考にして

考える

ほぼ相談せず自分で

考える
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アップデートは行われていないことが推察され

る。

しかし、特別な配慮の必要な子どもへの支援

には、吉川ら30）が指摘するように、子どもの

多様な発達状態、家庭の状況、園の友達関係や

カリキュラム、環境構成といった環境因子との

相互作用も視野に入れて支援体制を構築しなけ

ればならない。本研究では、ベテラン（Ｉ保育

教諭）は高度な観察力や専門家の視点としての

【外部専門家連携ニーズ】があり、ベテラン（Ｈ

保育士）は職員間の連携としての【職員間伝達

共有】の必要性を感じていた。「Ⅰ．保育実践」

の困り感と比べて「Ⅱ．子ども・保護者への対

応」は人的環境やより専門的な知識、同僚や他

職種との連携などの求められるスキルが高く、

対応の難易度が上がるため、「Ⅰ．保育実践」

よりも強い困り感を感じていると考えられる。

4-3.　保育者の文字情報への苦手意識と課題

全ての園において、新任からベテランまでが

参考にしている保育雑誌は同じであった。

インターネットで調べる際にはYouTubeや

Instagram、Hoiclueなどの保育サイトといっ

た、写真やイラスト、動画を多用した【低労力

情報源】を活用し、製作や保育実践について調

べる【特定分野活用】が主であった。文部科学

省や厚生労働省のホームページは活用されてお

らず、特別な配慮が必要な子どもへの対応につ

いての記載があることは認識されていない。さ

らに、書籍については保育雑誌や運動や音楽な

どの実用書に留まっている。より難易度が高く

文字情報の多い保育雑誌や書籍、論文などの情

報源には【難解情報拒否】や【理論敬遠志向】

を示し、【読解努力を必要とする情報回避】を

する傾向が見られる。このことはベテランにお

いても同様であり、国のホームページや論文な

どの専門的な情報源に対しては「堅い」「難し

い」と強い苦手意識から敬遠する傾向が見られ

る。また、子どもへの対応についてインター

ネットや文献を使って調べても、そこにある情

報が子どもの実態にそのまま当てはまるわけで

はなく【適用難情報】であるため、労力が大き

い割に解決に結びつきにくい【大量労力作業】

と感じていることが明らかになった。

これらのことから、保育者は、全体的に文字

情報を読むことに対して苦手意識が強いことが

示唆された。国のホームページなどの情報を読

み解くことにハードルを感じているため、情報

源がアップデートされないまま限定されている

と考えられる。これにより、子どもの様子など

専門的な知識が必要な困り感への対応が人への

相談に偏っている面もあると考えられる。

4-4.　相談や指導を行うための人間関係構築の

重要性

全ての園で人に相談することが課題解決にお

ける主な情報収集方法であった。相談ができる

ようにするためには、同僚との人間関係が重要

であることは明らかである。本研究において

も、同僚との人間関係の在り方として【相談

ハードルの低い職員態度】や【同世代親身先輩】

の存在が、【困り感の積極的発信】や【日常的

主任相談】に繋がっていた。【高い相談ハード

ルによる躊躇】を感じないことで様々な人に相

談することができ、その結果、【他者視点によ

る気づき】を得ることや【上下関係無関係協働】

に繋がっている。　　

９名全員が人間関係の重要性や、良い人間関

係を築けているから相談が可能であると語って

いる。特に新任は経験が浅く自分で判断するこ
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とが困難であるため、人に相談することは必須

である。しかし、新任ほど課題の明確化に困難

を感じている、職員との信頼関係が十分に構築

できていないなどと、相談することへのハード

ルが高いと考えられる。小原ら31)は、新任保育

者は、職場の同僚に助言や支援を求めても、思

いを上手く伝えられない、助言や支援を得られ

ていないと感じた時に強い困り感が生じること

を指摘している。人に相談するためには、相談

ができる人間関係を築く、自分の考えや思いを

他の人に適切に伝えるといったソーシャルスキ

ルが必要になる。

インタビューでは、相談の重要性を認識し、

園体制や個人の働きかけにより相談の促進を実

現しようとしていることが分かった。そのた

め、本考察では園体制や個人の働きかけに着目

した。

個人の働きかけについては、保育者個人の

ソーシャルスキルが強く影響していると考えら

れる。先行研究においても、職場に適応し勤務

を継続するためにソーシャルスキルを身につけ

ることの重要性が指摘されている32）33）。

相談ができるような良い人間関係を構築する

ために必要であると考えられるため、ソーシャ

ルスキルに着目した。その結果、人によってコ

ミュニケーションや人間関係の構築に違いがみ

られた。例えば、Ｘ幼稚園のＡ教諭（新任）と

Ｚ認定こども園のＧ保育教諭（新任）は、新任

であるが自ら積極的に先輩や上司に相談してい

る。Ｙ保育園のＢ保育士（新任）は人見知りで

自らコミュニケーションをとることにハードル

があったが、周りの先輩や上司の方から声を掛

けてくれたことで相談することへのハードルが

下がり、信頼関係が構築できるにつれて自らも

【頼みの綱的上司】に、【助け舟要請】をして相

談できるようになっている。３名とも周囲に相

談できる人や雰囲気があるため、周りの人の知

恵や助けを得ながら対応することができてい

る。このことから、周囲の働きかけが信頼関係

を構築するために大きな影響を与えており、な

かでも、ベテランによる影響は大きいと考えら

れる。ベテランの３名とも相談を重視している

が、後輩へのアプローチの仕方はそれぞれ異

なっていた。Ｘ幼稚園のＧ教諭（ベテラン）と

Ｚ認定こども園のＩ保育教諭（ベテラン）は、

基本的には後輩からの自主的な発信を重視して

いる。一方で、Ｙ保育園のＨ保育士（ベテラン）

は、相談しやすい雰囲気を作るための土台作り

として、自ら頻繁にコミュニケーションをとる

ことで信頼関係を構築し、雑談を通して困り感

を引き出すということを意識的に行っている。

３名とも相談を重視しているが、それぞれの経

験から自分なりの方法で実施していると考えら

れる。

4-5.　人間関係を構築するための園体制

相談や指導を行うにあたり、園体制も大きな

影響を与える。本研究では、情報共有や相談、

指導体制について、園による違いが見られた。

例えば、Ｘ幼稚園やＹ保育園では、【経験者

への相談重視】をしており、新任にベテランの

補助職員をつける環境を作っている。また、【相

談容易雰囲気】を大切にし、定期的な情報共有

を行うことで、お互いに情報の発信と【人への

相談ベース解決】が活発になるようにしてい

る。Ｙ保育園は情報共有の時間がきっかけで相

談に繋がっている。守ら34）は、「“全員が言い

合える雰囲気の醸成”が常に行われている園の

文化や人間関係は、“保育力向上のための財産

の共有化”を進める園の在り方を支える条件で
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あり、かつ、こうした在り方を実践してきた結

果でもある」と示唆している。園体制としてお

互いに情報共有し、サポートする仕組みがある

ことは、Ｘ幼稚園とＹ保育園の保育者の語りか

ら、相談しやすい雰囲気作りに貢献していると

考えられる。

一方で、Ｚ認定こども園は、相談は個人の判

断に任せる【独力解決要請状況】である。また、

一人担任であるため他の保育者の保育を見る機

会が少ないという課題や、会議で困り感を相談

しても十分な返答が得られないという課題を抱

えていた。髙橋35）は、ベテラン保育士のコミュ

ニケーション技法をモデルとすることや、同僚

と相談することで具体的な関わり方について学

んだり、発見したりすることが望ましいとして

いる。

相談のしやすさは忙しさや人との距離にも影

響を受けると考えられる。お手本になるような

ベテランが補助という立場で側にいることは、

見て学ぶことができるだけでなく、活発な相談

にも繋がり、相談や指導が上手くいっているか

どうかは、これらの園体制による影響があると

考えられる。

しかし、園体制のみを整えれば問題が解決す

るわけではない。例えば、Ｘ幼稚園やＹ保育園、

Ｚ認定こども園の３園全てで意見交換の場とし

て会議を行なっているが、Ｚ認定こども園では

会議で十分な返答が得られず、効果的に機能し

ていない状況に陥っていると語っている。これ

は、会議という園体制があるだけでは課題解決

に至るわけではないということを示唆してい

る。Ｚ認定こども園の保育教諭間の人間関係は

良く、相談も出来ていることから、会議の場で

発言が出ない理由として、ファシリテーション

を行うことのできる人がいないことが大きな理

由と考えられる。

ファシリテーションは、人が集まって何かを

話し合ったりするときに、人々が遠慮なく発言

や参加ができるような場作りや、円滑なコミュ

ニケーションを育むことで意見や感情のやりと

りをスムーズにしていく技法である。この場

合、会議で意見が出ないという課題は、発信の

仕方や意見を引き出すような問いかけの仕方、

発言を受容する態度や雰囲気など、ファシリ

テーションが上手くいっていないことが原因と

して考えられる。しかし、ファシリテーション

という存在自体を認識していないこともあり、

会議で発言が出ない原因を個人の発信能力によ

るものと捉えていると考えられる。これは、園

体制を整えても、必要なスキルを持った人材が

いなければ効果的に機能しないというリスクを

示している。まずは、どのようなスキルが必要

なのかを認識することが必要である。園体制と

してうまく機能していると考えられるX幼稚

園やY保育園においても、相談しやすい雰囲気

作りが重要であるという認識はあったが、相談

しやすい雰囲気とはどのようなものか、具体的

ではなく漠然としたイメージに留まっている。

個人の能力に依存しているため、スキルを持っ

た人材がいなくなるとうまく機能しなくなると

いうリスクがあると考えられる。

4-6.　外部との連携がもたらす専門的な視点に

よる課題解決

新任に限らず中堅やベテランも、新しい情報

を入手し続ける必要性を感じている。抱える課

題の中には、経験だけではカバーが困難な専門

的な知識が必要なものもある。Ｘ幼稚園は療育

センターや外部講師に【困惑時専門家アドバイ

ス委託】を行っている。Ｙ保育園では療育セン
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ターや大学教員との連携があるため、外部の専

門家からのアドバイスを受ける【相談支援連結

情報共有】を行うことで対応している。一方、

Ｚ認定こども園は外部との連携はなく、新任、

中堅は先輩に相談することで解決している。先

輩保育教諭も日頃から後輩の相談に応えられる

よう多岐に渡って情報収集を行っており、個人

の努力でカバーしている状態である。

外部との連携がある園は外部の専門家の力を

借りて課題対応にあたっている。しかし、外部

と連携をとるにあたり、外部の人に困り感を説

明することにハードルがあることが明らかに

なった。Ｙ保育園のベテランH保育士は、【専

門家訪問支援必要性】を感じており、外部の専

門家が園に来て直接子どもの様子を見てもらっ

た方が【一見は百聞にしかず情報共有】ができ、

具体的な助言が得られていると感じていること

からも、保育者が子どもの様子を言語化して伝

えることに難しさを感じていることが窺える。

５．総合考察　

これまで、保育者の困り感と知識・技術の獲

得における課題について述べた。これらを踏ま

えた上で、現場への支援の在り方について検討

する。

第一に、独力での解決において、必要な情報

を集める際の課題として、子どもの様子などの

困り感を言語化することに難しさがあることが

挙げられる。保育には暗黙知がかなりの領域を

占めることが指摘されており36）、先行研究で挙

げたようにベテラン保育者の思考や方略の構造

化による暗黙知の可視化の試みがなされてい

る。同様のアプローチがこれらの言語化の難し

さへの解決方法として、適用できるのではない

かと考える。しかし、これらの構造化を習得す

ることは困難が予想されるため、今後の検討が

必要であるが、まずは保育者が言語化すること

の重要性に気付くことが必要と考えられる。

保育者の文字情報に対する苦手意識に関して

は、まずは良質で信頼のおける情報源の周知を

行うことで、独力での情報源の偏りを避けるこ

とが可能になると考える。

第二に、人への相談や指導におけるソーシャル

スキルや園体制への課題と支援の在り方いてであ

る。これらのスキルは園児に対する保育とは直接

関係がないため、保育者には必要性を認識されて

いないが、保育者の習熟や困り感に対する解決に

おいては極めて重要な役割を果たしていることを

示している。実際、語りからはその必要性は認識

されていなかった。そのため、本研究で挙がった

ような困り感を解決するためにはソーシャルスキ

ルが必要であることを、具体的に示しながら伝え

ることで、ソーシャルスキルの重要性について気

付く必要があると考える。

ソーシャルスキルの教育は保育領域の業界以

外で研究が進んでいる。例えば、ファシリテー

ションは一般企業や医療の領域では研修として

行われているため、これらの研修を参考にし

て、保育の現場でも取り入れてみることが有効

だと考える。

以上より、保育者が困り感に直面した際の独

力で可能な解決策は、保育雑誌や実用書、イン

ターネットを使って保育実践に関するものを調

べる、ということに限られているということが

明らかになった。

各保育者自身での対応が困難な子ども・保護

者への対応といったことに関しては、主に園内

の人に相談をしている。そのため、相談が困り

感へのアプローチにとって重要であり、人的環
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境や園体制が整っている場合は、整っていない

園よりも困り感に対して解決できる可能性が示

唆された。

しかし、人的環境や園体制をうまく機能させ

ていくためには、保育者同士の適切な働きかけ

が不可欠である。

本研究の語りの分析を通して、保育者自身の

働きかけについて、保育者同士の適切な働きか

けの必要性は感じていたが、あくまで話しやす

い雰囲気作りといった漠然としたイメージに留

まっている。また、困り感について自分の中で

言語化する方法や、他者から引き出すために必

要なソーシャルスキルについては、無自覚で

あった点が見いだされた。このようなソーシャ

ルスキル獲得の必要性を保育者が意識すること

で、人的環境や園体制が構築され、保育者間の

困り感への相談支援のアプローチが改善される

可能性が示唆された。　

さらに、インターネットや雑誌から情報を得

ること以上に、真に困っており、インターネッ

トなどでは探せなかった課題解決へのアプロー

チとして対応できる可能性も考えられる。

６．今後の課題

本研究の結果、保育者が課題と感じているの

は、子ども・保護者対応などの言語化しにくい

分野であり、その分野の知識・技術の収集や相

談は人に頼っていることが明らかになった。そ

して、人への相談や指導については、個人の

ソーシャルスキルや園体制による影響が大きい

ことと、それらのスキルに対しての支援が潜在

的なニーズとしてあることが明らかになった。

ただし、調査協力者が保育者９名と少人数であ

るため、他の園においても同様の課題がある

か、量的な研究による裏付けも行う必要がある

と考える。保育者が子ども・保護者対応の言語

化や独力での情報収集のどのような部分に難し

さを感じているのかを具体的に明らかにし、さ

らなる分析を行うことも必要である。

また、今回明らかとなった潜在的なニーズの

具体化や、ニーズに対して効果があると思われ

る研修の在り方について検討する必要がある。

さらに、相談を行うために必要なソーシャルス

キルの意識付けや教育方法について、他領域で

はどのように行われているのかについても今後

検討していく必要があると考える。

本研究で推察された保育者の文字情報への苦

手意識に関しては、他の園においても同様の傾

向が見られるのかを検証する必要がある。ま

た、国のホームページなどにある情報源を保育

者に紹介し、現場の保育者の反応や評価を確認

することも必要だと考える。

付記

本稿は、2021年度福岡県立大学大学院人間

社会学研究科提出の修士論文（井手）をもとに

作成したものを共著者と協議の上、加筆修正を

行った。
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